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論文内容の要旨

本論文は，広汎な工業的用途を有する有機スズ化合物の化学的諸性質を究明するため，有機スズカ

ノレボン酸塩を対象とし，スズー酸素聞の配位結合という観点から，有機スズ化合物の化学的特性に関

する基礎的研究を行なったもので， í有機スズカノレボン酸塩に関する研究」と題し，緒論，本文 3 章

および結論からなっている。

緒論においては，有機スズ化合物の化学的特性の一つが，スズー酸素聞の結合にあらわれることを

論じ，本研究の目的についてのべているo

第 1 章では，同体，液体状態および溶液におけるトリアノレキ Jレスズギ酸塩の構造についてのべてい

る。 トリエチ Jレスズ C1 )およびトリプロピノレスズ (II) ギ酸塩を合成し， その IR スペクト Jレか

ら， C 1 )および CII) は，国体あるいは液体状態では C2V 対称のホ Jレモキシ基の両酸素原子が，

D3h対称の骨格を有する有機スズ基のスズ原子に，配位結合による橋かけを行なって直鎖を形成して

いること，またスズー酸素間の配位結合にもとずく吸収が， 300cm- 1 附近にあらわれることを見出し

ている。溶液では種々の濃度での分子量測定の結果と IR スベクトルから C1 )および CII) は，固

体あるいは液体状態での構造を保持しながらも，スズー酸素間の配位結合が切断されたため，末端お

よび橋かけの二種のホルモキシ基を持った直鎖状の会合体になって存在することを見出している。

第 2 章では， C II )およびトリブチノレスズギ酸塩(圃)の反応についてのべている。 CII) および

(盟)を，適当な減圧下で， 8-9 時間， 1700Cから 1800C の温度で加熱すると，分解して，対応す

るトリアルキ lレスズ水素化物が，それぞれ25%および60労の収率で得られることを見出し，この熱分

解反応が，有機スズ化合物lこ特有な反応であるとのべている。

第 3 章では，ジメ jレスズジクロリド CW) と種々の有機酸 CV) あるいはブエノーノレ CVD との，

水溶液中での反応についてのべている口 CW) と CV) あるいは(官)の水溶液に塩基を作用させる
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と好収量で， X (CHa) 2Sn 0 Sn (CHa) z X 型 (X ニ有機酸残基あるいはブエノキシ基)の化合物が

得られることを見出している。この反応では，水溶液中で解離によって生ずるジメチノレスズ陽イオン

と過剰に存在する (V) あるいは(羽)との聞の平衡により生ずる錯体が，重要な役割を果している

と推測している。

結論では，上記の結果が総括されているO

論文の審査結果の要旨

本論文は，豊富な工業的用途を有する有機スズ化合物の一つ，カ jレボン酸塩を対象として，スズー

酸素聞の配位結合という観点からの基礎的研究を行なって，つぎのような結論をえている。

( i ) トリアルキ Jレスズギ酸塩は，有機溶媒中で低会合体として存在している。その状態は，結品状

態または液体状態におけると同じく，有機スズ基が，ホ Jレモキシ基lとより橋かけされた直鎖を形成

している。

(ii) トリプロピルスズおよびトリブチ Jレスズギ酸塩を熱分解することにより，対応するアノレキ jレス

ズ水素化物を合成している。この反応は，有機スズ水素化物を合成する新しい反応である。

(iii) ジメチルスズジクロリドと，種々の有機酸またはフエノ-}レの水溶液に塩基を作用させる反応

により，種々の X (CHa)zSn 0 Sn(CHa)2 X 型の化合物を，好収量で合成している。

以上の結果は，乙の方面の学術の進歩に新しい幾多の知凡を与えるものである。

よって，本論文は博士論文として，価値あるものと認める。
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